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6 月定例会は
6月 10 日（月）
開会です。

上田市議会ホームページもご覧ください。 上田市議会 検索

	 �

� 　　

　さくら国際高等学校は、2005 年 10 月に県内初の株式会社
立広域通信制（単位制）高等学校として開校し、2015年４月
から学校法人となりました。今回は、委員会の取り組みの中か
ら、校内でのスマートフォンの使用ルールの作成について紹介
します。

みんなでつくる「スマホルール」
� さくら国際高等学校　３学年　岩間　愛

あい
果
か

　本校は、通信制の高校ですが通学しながら学ぶコースがありま
す。ボランティア活動や部活動のほか、学校生活をより良くする
ための委員会活動に生徒一人ひとりが積極的に取り組んでいます。
　私は学級委員会副委員長を務めています。今年度、学級委員
会の初めての試みとして、「スマホルールの作成」を行いました。
ルールを作成することにより、生徒自身のスマホの使い方を見
直すことができると思ったからです。
　まずは、見直すべき点を委員会で出し合いました。それを踏
まえ、学校のルールが記載されたハンドブックに基づいて、全
校にアンケートをとりました。その結果、使用時間や校内での
使い方、ながらスマホなどについて、様々な意見が寄せられま
した。人によってとらえ方や感じ方、意見が異なることを改め
て実感しました。
　アンケート結果をもとに一つにまとめていくことは大変でし
たが、委員会では、学年に関係なく意見を出し合い、さらに先
生方からも意見を頂き、みんなが納得できるより良い「スマホ
ルール」に仕上げることができたと思います。
　委員会活動報告会で、全校に協力を呼びかけ、これからの学
校生活で活用していきます。
　今までとは違った使い方になるでしょうか。また、以前より画
面の先にいる人を意識することができるでしょうか。今後の成果
が楽しみです。ぜひ今後もスマホの使い方について関心をもち続
け、気持ちよいスマホとの付き合い方を探っていって欲しいです。
※（本原稿は平成 30 年度中に御寄稿いただいたものです。）

第 62 号（平成 29 年８月１日号）から掲載しました「将来への想い　
高校生の声」は、今回で最終回となります。

将来への想い　
　　高校生の声
さくら国際高等学校
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　３月定例会は、２月 25 日から３月 20 日まで
24日間の会期で開催しました。
　平成 31 年度当初予算など 45 件の議案を審議
し、全て可決、同意または適任としました。
　また、一般質問では、５会派の代表質問と 20
人の個別質問が行われ、市政の課題について活発
な議論が交わされました。

当
初
予
算
（
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
）
は

総
額
１
１
９
８
億
円
余

　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
総
額
677
億
２
２

８
０
万
円
余
と
な
り
、
市
長

選
と
市
議
選
を
控
え
骨
格
予

算
と
し
て
い
た
前
年
度
当
初

予
算
と
比
較
し
て
３．７
％
、
23

億
８
８
０
６
万
円
余
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
７
会
計

と
企
業
会
計
５
会
計
の
合
計

は
521
億
２
６
０
０
万
円
余
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
2.5
％
、

12
億
５
６
２
３
万
円
余
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
や
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
等
に
お
い
て
、
医
療
費
、

保
険
給
付
費
が
伸
び
て
い
る

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
内
容

◆
市
庁
舎
改
修
・
改
築
事
業

�

15
億
８
４
７
０
万
円

　

新
本
庁
舎
の
実
施
設
計
・

工
事
監
理
委
託
、
建
設
等
工

事
な
ど
に
係
る
経
費

◆
上
田
市
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業�
405
万
円

　

平
成
31
年
度
か
ら
新
設

す
る
自
治
体
シ
ン
ク
タ
ン

ク
「
上
田
市
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
」
の
運
営
に
係
る
経
費

◆
武
石
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

�

４
億
３
９
３
０
万
円

　
武
石
地
域
総
合
セ
ン
タ
ー

建
設
に
伴
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
の
改
修
、
武
石
公
民

館
の
解
体
等
に
係
る
経
費

◆
長
野
大
学
運
営
費
交
付
金

�

３
億
１
１
1
９
万
円

　
公
立
大
学
法
人
長
野
大
学

に
対
す
る
、
普
通
交
付
税
算

定
に
お
け
る
基
準
財
政
需
要

額
を
上
限
と
し
た
大
学
の
運

営
費
に
係
る
交
付
金

◆
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

�

１
５
１
２
万
円

　

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
及
び
２
０

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
た
交
流
事
業
に
係
る
経
費

◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
事
業

�

７
９
８
４
万
円

　
学
童
保
育
所
太
郎
の
家
の

新
築
工
事
に
係
る
経
費
な
ど

◆
障
が
い
者
基
本
計
画
等
策

定
事
業�

200
万
円

　
障
害
に
関
す
る
施
策
の
各

種
計
画
及
び
条
例
の
策
定
に

向
け
た
、
実
態
把
握
の
調
査

に
係
る
経
費

◆
し
尿
前
処
理
下
水
道
投
入

施
設
建
設
事
業

�

７
３
６
０
万
円

　
し
尿
前
処
理
下
水
道
投
入

施
設
の
建
設
に
向
け
た
、
測

量
・
地
質
調
査
等
の
各
種
業

務
委
託
に
係
る
経
費

◆
都
市
農
村
交
流
推
進
事
業

�

８
６
４
０
万
円

　
殿
城
地
区
に
滞
在
型
市
民

農
園
(ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
）

を
整
備
す
る
た
め
の
経
費
な

ど◆
中
小
企
業
振
興
条
例
策
定

事
業�

29
万
円

　
条
例
策
定
に
向
け
た
検
討

委
員
会
の
開
催
費
用

◆
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
関
連
事

　
業�

627
万
円

　
松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
信

州
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
へ

の
出
展
及
び
関
連
事
業
に
係

る
経
費

～本庁舎等整備関連事業費が大幅に増加～

平成31年度当初予算を可決平成31年度当初予算を可決

3月定例会

予 算
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新
市
建
設
計
画
の
変
更
な
ど
４
件
を
可
決

【
そ
の
他
可
決
し
た

�

事
件
決
議
】

・
辺へ
ん

地ち

総
合
整
備
計
画
の

変
更
に
つ
い
て

・
交
通
事
故
に
係
る
和
解

に
つ
い
て

事 件
決 議

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
去
事
業

補
助
金�

１
千
万
円

　
危
険
性
の
あ
る
民
間
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
解
体
に
係
る

経
費
に
対
す
る
補
助
金

◆
第
五
中
学
校
改
築
事
業

�

１
４
０
０
万
円

　
改
築
に
向
け
て
校
舎
の
耐

力
度
調
査
を
行
う
経
費

◆
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
新
設
整
備

事
業�

900
万
円

　
２
０
２
７
年
開
催
の
長
野

国
体
に
向
け
た
、
新
た
な
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
に
あ
た

り
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
整

備
候
補
地
の
測
量
等
を
行
う

た
め
の
経
費

　
な
お
、
平
成
30
年
度
３
月

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
で

は
７
億
４
９
６
２
万
円
余
を

増
額
補
正
し
、
総
額
697
億
４

９
７
１
万
円
余
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
上
田
城
の
櫓

の
復
元
な
ど
へ
の
活
用
と
し

て
市
民
有
志
及
び
個
人
か
ら

の
寄
附
金
の
積
立
の
ほ
か
、

必
要
が
生
じ
た
事
務
事
業
経

費
の
調
整
や
事
業
費
確
定
見

込
み
に
伴
う
事
業
費
及
び
財

源
の
調
整
が
主
な
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
特
別
会
計
な
ど
の
２
つ

の
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
な
ど
の
４
つ
の
企
業
会

計
の
合
計
で
３
億
８
０
１
９

万
円
余
を
減
額
補
正
し
、
513

億
２
５
２
０
万
円
余
と
な
り

ま
し
た
。

主
な
内
容

◆
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

　
現
在
の
上
田
市
の
新
市
建

設
計
画
は
２
０
２
０
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
し
て
い
る

が
、
合
併
特
例
債
を
有
効
活

用
す
る
た
め
に
２
０
２
５
年

度
ま
で
の
計
画
に
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
市
町
村
の

合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

◆「
組
織
条
例
中
一
部
改
正
」

　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

社
会
と
い
う
社
会
全
体
の
大

き
な
課
題
に
対
し
、
国
及
び

県
の
政
策
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、「
上
田
再
構
築
プ
ラ

ン
」
及
び
「
第
二
次
上
田
市

総
合
計
画
前
期
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
実
現
に
向
け
、
効

果
的
な
組
織
体
制
の
整
備
を

図
る
も
の
。

◆
「
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長

発
展
の
基
盤
強
化
の
た
め

の
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
」

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
決
を

求
め
る
も
の
。

◆
上
田
地
域
広
域
連
合
ふ
る

さ
と
基
金
に
係
る
権
利
の

一
部
を
放
棄
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　
平
成
31
年
度
に
実
施
す
る

上
小
医
療
圏
地
域
医
療
再
生

計
画
継
続
事
業
終
了
後
の
地

域
医
療
対
策
事
業
に
充
当
す

る
た
め
、
上
田
地
域
広
域
連

合
ふ
る
さ
と
基
金
に
対
す
る

出
資
金
の
う
ち
、
一
部
を
権

組
織
条
例
中
一
部
改
正
な
ど
全
18
件
を
可
決

条 例

利
放
棄
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
「
地
域
経
済
牽
引
事
業
の

促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発

展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
固
定
資
産

税
の
課
税
免
除
に
つ
い
て
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

◆
「
保
育
所
条
例
及
び
市
立

幼
稚
園
設
置
条
例
中
一
部

改
正
」

　
神
川
保
育
園
の
開
園
及
び

わ
か
く
さ
幼
稚
園
の
廃
止
に

伴
い
、
関
係
条
例
に
つ
い
て

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

◆
人
事
案
件

�

（
敬
称
略
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

北
沢　

秀
雄
（
南
方
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　

矢
野　
　

実（
上
常
田
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

樋
口　

時
夫
（
国
分
）

　

金
井　

航
三
（
長
島
）

　

丸
山
理
英
子（
馬
場
町
）

　

中
村　

和
幸（
下
之
条
）

　

西
川
あ
け
美（
富
士
山
中
組
）

　

角
野　

達
章
（
大
湯
）

【
そ
の
他
可
決
し
た
条
例
】

・
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
に
関
す
る
条
例

中
一
部
改
正

・
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例

中
一
部
改
正

・
職
員
の
自
己
啓
発
等
休

業
に
関
す
る
条
例
中
一

部
改
正

・
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
中
一

部
改
正

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
中
一
部

改
正

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事

業
の
人
員
等
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
中

一
部
改
正

・
国
民
健
康
保
険
税
条
例

中
一
部
改
正

・
市
立
小
・
中
学
校
の
学

校
医
、
学
校
歯
科
医
及

び
学
校
薬
剤
師
の
公
務

災
害
補
償
に
関
す
る
条

例
中
一
部
改
正

・
商
工
業
振
興
条
例
中
一

部
改
正

・
水
道
条
例
中
一
部
改
正

・
水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
等
中
一
部
改
正

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
中
一
部
改
正

・
公
民
館
条
例
中
一
部
改

正
・
体
育
施
設
条
例
中
一
部

改
正

・
市
議
会
委
員
会
条
例
中

一
部
改
正
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そ
の
結
果
を
国
に
認
定
し

て
も
ら
う
こ
と
で
国
庫
補

助
対
象
と
な
る
。
国
庫
補

助
金
を
受
け
る
た
め
に
は

必
ず
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
調
査
で
あ
る
。

常任委員会 の審査概要

平
成
30
年
度�

�
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
30
年
度�

�

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

第
二
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
修
繕
費
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
施
設

の
老
朽
化
に
対
応
し
た
も

の
か
。

　
　
今
回
計
上
し
た
修
繕

費
は
、
ボ
イ
ラ
ー
缶

体
を
交
換
す
る
た
め
の
経

費
で
あ
り
施
設
内
の
設
備

の
老
朽
化
に
対
応
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。
第
二

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
昭

和
56
年
の
運
営
開
始
か
ら

37
年
経
過
し
て
お
り
、
特

に
こ
こ
数
年
で
は
調
理
場

の
設
備
の
故
障
等
に
よ
る

修
繕
費
が
年
々
著
し
く
増

加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

平
成
31
年
度�

�

一
般
会
計
予
算

　
　
ラ
グ
ビ
ー
イ
タ
リ
ア

代
表
チ
ー
ム
の
受
け

入
れ
に
関
連
す
る
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
30
年
度
の

事
前
キ
ャ
ン
プ
と
比
較
し

て
充
実
し
た
項
目
は
何
か
。

問答問

　
　

勤
労
者
退
職
金
共
済

掛
金
補
助
金
は
、
近

年
、
新
規
加
入
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
中
で
、
対
象

者
が
当
初
見
込
み
よ
り
も

増
加
し
た
こ
と
か
ら
不
足

額
を
計
上
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
新
規
加
入
者
が
増

え
た
の
は
、
中
小
企
業
へ

の
就
職
者
が
増
え
た
こ
と

が
要
因
で
あ
る
か
。

　
　
新
規
加
入
者
が
増
え

た
要
因
の
一
つ
は
中

問答

総務文教委員会

産業水道委員会

●３月８日及び11日に開催し、条例案７件、予算案
３件、事件決議案２件、請願１件の審査を行い
ました。

　
　
国
際
キ
ャ
ン
プ
地
等

誘
致
推
進
事
業
で
は
、

イ
タ
リ
ア
代
表
チ
ー
ム
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

中
の
メ
デ
ィ
ア
対
応
の
ほ

か
練
習
会
場
、
宿
泊
施
設

の
警
備
、
市
民
や
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
に
係

る
経
費
を
新
た
に
計
上
し

て
い
る
。
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
事
業
で
は
、
イ
タ
リ

ア
代
表
チ
ー
ム
の
来
訪
に

合
わ
せ
て
市
民
全
体
で
歓

迎
し
、
応
援
ム
ー
ド
を
醸

成
す
る
た
め
に
イ
タ
リ
ア

の
食
や
音
楽
を
テ
ー
マ
と

し
た
複
合
的
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
に
係
る
経
費
を
計

上
し
て
い
る
。

　
　
第
五
中
学
校
の
改
築

事
業
に
つ
い
て
、
耐

力
度
調
査
業
務
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

調
査
は
国
か
ら
の
補
助
金

を
得
る
た
め
の
調
査
で
あ

る
か
。

　
　
耐
力
度
調
査
は
建
物

の
構
造
耐
力
や
経
年

劣
化
に
よ
る
機
能
低
下
な

ど
建
物
の
老
朽
度
を
総
合

的
に
評
価
す
る
調
査
で
、

答問答

小
企
業
へ
の
新
規
就
職
者

の
増
加
で
あ
る
が
、
人
手

不
足
対
策
の
一
環
と
し
て
、

従
業
員
の
福
利
厚
生
を
充

実
さ
せ
る
企
業
が
増
え
た

こ
と
も
新
規
加
入
者
の
増

加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

平
成
31
年
度�

�

一
般
会
計
予
算

　
　
や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
負
担
金
は
、
２

０
２
０
年
以
降
の
開
催
を

検
討
し
て
い
る
「
全
国
や

き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク
in
上

田
」
の
広
報
Ｐ
Ｒ
等
の
事

前
事
務
を
行
う
た
め
の
負

担
金
で
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
開
催
に
向
け
た
準
備

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

く
か
。

　
　
や
き
と
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
向
け
、
美お

味い

だ
れ
で
委
員
会
、
焼
き

鳥
の
販
売
店
、
信
州
上
田

ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
協

議
を
行
い
、
２
０
２
０
年

以
降
の
開
催
に
向
け
た
組

織
づ
く
り
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
焼
き
鳥
の

問答

●３月 12 日及び 13 日に開催し、条例案４件、予
算案８件、事件決議案１件の審査を行いました。

Ｐ
Ｒ
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

作
成
や
、
上
田
地
域
の
グ

ル
メ
に
関
す
る
Ｐ
Ｒ
も

行
っ
て
い
く
。

都
市
農
村
交
流
推
進

事
業
費
で
は
、
滞
在

型
市
民
農
園
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
の
整
備
に
係
る
経

費
を
計
上
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

方
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て

い
る
か
。

　
　
新
幹
線
駅
や
高
速
道

路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
整
備
さ
れ
た
上
田

市
の
立
地
条
件
を
生
か
す

た
め
、
関
東
地
方
を
主
な

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
上
田
市
独
自
の
特

徴
を
出
す
た
め
、
若
者
の

利
用
者
が
増
え
る
よ
う
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
営

業
面
で
は
企
業
と
連
携
し

た
セ
ー
ル
ス
な
ど
を
行
っ

て
い
く
。

問答
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常任委員会 の審査概要

国
民
健
康
保
険
税�

�
条
例
中
一
部
改
正

平
成
30
年
度�

�

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　

平
成
31
年
度
の
国
保

事
業
費
納
付
金
額
は

今
年
度
と
比
較
し
て
約
２
億

円
増
額
と
な
る
一
方
で
、
税

率
の
全
体
改
定
率
は
ゼ
ロ
と

し
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
不
足
分
を
補
う
と
の
こ
と

だ
が
、
基
金
か
ら
の
繰
入
額

は
ど
う
か
。
ま
た
、
基
金
残

高
は
ど
う
か
。

　
　
現
時
点
で
は
、
基
金

か
ら
２
億
５
千
万
円

を
繰
り
入
れ
る
予
定
で
あ

る
。
ま
た
基
金
残
高
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
の
繰
越

額
が
想
定
を
上
回
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
今
年
度

予
定
し
て
い
た
基
金
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
必
要
無
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
平
成

29
年
度
末
と
同
額
の
約
12

億
８
千
万
円
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
　
保
育
士
の
業
務
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、

問答平
成
31
年
度�

�

一
般
会
計
予
算

問

　
　
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ

プ
応
援
事
業
補
助
金

を
約
１
３
０
０
万
円
減
額

し
て
い
る
が
、
昨
年
度
と

比
較
し
た
採
択
数
は
ど
う

か
。
ま
た
、
申
請
が
不
採

択
と
な
っ
た
場
合
の
主
な

理
由
は
何
か
。

　
　
採
択
件
数
は
今
年
度

が
95
件
、
昨
年
度
が

112
件
で
あ
り
、
17
件
の
減

少
で
あ
る
。
不
採
択
の
主

な
理
由
は
、
各
地
域
協
議

問答

厚 生 委 員 会

環境建設委員会

●３月８日及び 11日に開催し、条例案５件、予算
案９件、事件決議案１件、請願１件の審査を行
いました。

●３月 12 日及び 13 日に開催し、条例案１件、予
算案６件の審査を行いました。

業
務
の
一
部
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

す
る
の
に
必
要
な
シ
ス
テ

ム
導
入
費
用
を
民
間
保
育

所
等
に
対
し
て
補
助
す
る
、

業
務
効
率
化
推
進
事
業
補

助
金
が
新
規
事
業
と
し
て

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
業
務
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
す
る
の
か
。
ま
た
、
補

助
対
象
と
な
る
保
育
所
は

ど
の
よ
う
に
選
定
し
た
か
。

　
　

保
育
に
関
す
る
計

画
・
記
録
な
ど
の
情

報
管
理
、
園
児
の
登
降
園

の
管
理
及
び
保
護
者
と
の

連
絡
に
関
す
る
業
務
等
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
進
め
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
補
助
対
象

に
つ
い
て
は
、
市
内
の
全

て
の
民
間
保
育
所
に
照
会

を
行
っ
た
結
果
、
要
望
の

あ
っ
た
６
園
に
対
し
て
補

助
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
産
婦
健
康
診
査
を
平

成
31
年
度
か
ら
新
た

に
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
対
象
者
数
の
見
込
み

は
ど
う
か
。
ま
た
、
健
診

の
時
期
を
産
後
２
週
間
及

び
１
カ
月
に
設
定
し
た
理

由
は
何
か
。

答問

　
　
１
年
間
の
出
産
見
込

み
件
数
か
ら
、
１
１

５
０
人
分
の
経
費
を
計
上

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
般
的
に
産
後
２
週
間
か

ら
１
カ
月
の
期
間
が
精
神

的
に
不
安
定
な
状
況
に
な

り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
期
に
健
診
を
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。
現
在
も

行
っ
て
い
る
新
生
児
訪
問

と
合
わ
せ
、
手
厚
く
母
子

の
健
康
状
況
を
確
認
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答

会
で
審
査
を
行
っ
た
結
果
、

申
請
さ
れ
た
事
業
目
的
や

事
業
の
効
果
が
わ
が
ま
ち

魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の

目
的
に
照
ら
し
て
基
準
点

ま
で
満
た
な
い
と
判
断
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

平
成
31
年
度�

�

一
般
会
計
予
算

　
　
運
転
免
許
証
自
主
返

納
の
促
進
事
業
に
つ

い
て
、
運
転
免
許
証
を
返

納
し
た
方
に
対
す
る
補
助

と
し
て
、
１
人
に
つ
き
１

回
限
り
で
１
万
円
の
タ
ク

シ
ー
利
用
補
助
券
を
給
付

し
て
い
る
が
、
返
納
者
に

対
す
る
補
助
を
今
後
さ
ら

に
手
厚
く
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　
　
運
転
免
許
証
自
主
返

納
の
促
進
事
業
は
、

運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ

た
方
に
、
タ
ク
シ
ー
を
含

め
た
公
共
交
通
を
利
用
し

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
を

つ
く
る
こ
と
を
主
眼
に
お

い
た
事
業
で
あ
る
た
め
、

問答

１
人
に
つ
き
１
回
に
限
り
、

タ
ク
シ
ー
利
用
補
助
券
の

交
付
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
後
は
、
他
市

の
状
況
を
踏
ま
え
、
制
度

の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

研
究
委
員
会
で
生
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
構
築
に
向
け
て
市
民
協

働
に
よ
る
調
査
研
究
を
行

う
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
目
的
で
設
置
さ
れ

る
も
の
か
。

　
　
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

研
究
委
員
会
は
、
循

環
型
社
会
形
成
の
た
め
の

生
ご
み
の
資
源
化
と
、
燃

や
せ
る
ご
み
の
減
量
化
に

よ
る
環
境
負
荷
低
減
の
二

点
に
つ
い
て
、
市
民
協
働

で
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
す
る
も
の
で

あ
る
。

問答
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25人の議員が市政を問う
3月定例会一般質問要旨

　
掲
載
記
事
は
、
質
問
議
員
本
人
が

作
成
し
て
お
り
、
質
問
全
体
の
一
部

を
要
約
し
た
も
の
で
す
。

　

質
問
全
体
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
会
議
録
は
議
会
事
務
局
、
市
内
図

書
館
及
び
公
民
館
等
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
上
田
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　
な
お
、
一
般
質
問
の
様
子
は
上
田

ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
丸
子
テ
レ

ビ
放
送
の
ご
協
力
に
よ
り
、
生
放
送

お
よ
び
録
画
放
送
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
各
会
派
を
代
表

し
て
質
問
を
す
る
代
表
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

代
表
質
問

尾
島
　
勝
議
員
（
新
生
会
）

政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　

新
た
な
組
織
の
「
上
田

市
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
」

の
役
割
と
事
業
展
開
は
ど
う

か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
政
策
研

究
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

分
野
横
断
的
な
行
政
課
題
に

つ
い
て
、
総
合
的
な
調
査
研

究
、
効
果
的
な
解
決
策
の
研

究
を
行
い
、
上
田
市
に
即
し

た
政
策
の
企
画
立
案
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
調

査
研
究
を
行
い
、
報
告
書
を

提
出
す
る
と
こ
ろ
ま
で
を
担

う
こ
と
に
な
る
が
、
早
期
の

事
業
化
が
必
要
な
も
の
は
、

部
長
会
議
等
の
庁
議
に
お
い

て
意
思
決
定
を
図
る
と
と
も

に
、
事
業
の
具
体
的
な
内
容

や
予
算
規
模
等
に
つ
い
て
は
、

実
施
計
画
の
策
定
や
予
算
編

成
に
お
い
て
判
断
し
て
い
く

問答

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
事
業

展
開
は
、
既
存
の
部
局
で
取

り
組
む
こ
と
と
な
る
。

　
　
セ
ン
タ
ー
の
職
員
配
置

と
人
件
費
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
職
員
配

置
に
つ
い
て
は
、
セ
ン

タ
ー
長
、
課
長
、
係
長
、
担

当
の
計
４
名
の
他
、
政
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る
。

セ
ン
タ
ー
長
は
、「
監
」
を

付
け
た
特
別
な
部
長
職
と
し

て
位
置
付
け
る
。
ま
た
、
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
月
２
回

程
度
の
非
常
勤
職
員
と
し
て

委
嘱
す
る
。な
お
、セ
ン
タ
ー

長
の
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

共
済
費
を
含
め
年
間
１
２
０

０
万
円
余
、
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
は
年
間
100
万
円
の
報
酬

と
し
、
セ
ン
タ
ー
全
体
の
人

件
費
は
、
４
千
万
円
程
度
で

あ
る
。

　
　
外
部
登
用
職
員
を
公
募

し
な
か
っ
た
理
由
は
何

か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
外
部
か

ら
の
登
用
は
、
セ
ン

タ
ー
長
と
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
あ
り
、
年
度
当
初
か

問答問答

ら
職
務
に
あ
た
る
こ
と
と
な

る
が
、
セ
ン
タ
ー
長
を
公
募

し
な
か
っ
た
理
由
は
、
公
約

で
あ
る
上
田
再
構
築
プ
ラ
ン

を
理
解
し
思
い
を
共
感
す
る

方
の
就
任
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
直
接
人
選
し
た
。

ま
た
、
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
、
新
組
織
の
立
ち
上
げ
に

当
た
り
、
行
政
の
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
課
題
に
精
通
し
た
方

の
就
任
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

学
識
経
験
を
有
す
る
方
を
公

募
に
よ
ら
ず
人
選
し
た
も
の

で
あ
る
。

　３月定例会では一般質問を３月４日、５日、６日の日程で行いました。
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代
表
質
問

佐
藤
　
清
正
議
員
（
壮
志
会
）

代
表
質
問

半
田
　
大
介
議
員
（
公
明
党
）

市
長
公
約
に
よ
る

�

新
規
事
業

　
　
上
田
再
構
築
に
対
す
る

市
民
の
評
価
を
ど
う
受

け
と
め
た
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
市
民
力

を
強
く
感
じ
た
。
上
田

再
構
築
に
対
す
る
市
民
の
期

待
は
大
き
い
も
の
と
受
け
止

め
た
。

　
　
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
最
初
に
着
手
す

る
課
題
は
何
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
Ｉ
ｏ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
時
代
を
勝
ち
抜

く
た
め
の
産
業
振
興
が
候
補

の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
庁

内
か
ら
提
案
さ
れ
た
人
口
減

少
社
会
へ
の
適
応
や
少
子
化

対
策
に
つ
な
げ
る
社
会
環
境

整
備
等
の
課
題
も
候
補
で
あ

る
。 問答問答

行
財
政
改
革

　
　

民
間
か
ら
公
共
施
設
・

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
法
を

聞
く
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市

場
調
査
を
今
後
積
極
的
に
導

入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
） 

民

間
の
事
業
者
の
参
入
に

つ
い
て
幅
広
い
分
野
で
の
活

用
が
可
能
な
手
法
で
あ
り
、

今
後
は
公
共
施
設
や
遊
休
地

の
利
活
用
の
ほ
か
に
、
指
定

管
理
事
業
の
市
場
性
の
把
握
、

効
率
・
効
果
的
な
施
設
運
営

等
に
お
け
る
ア
イ
デ
ア
の
収

集
な
ど
に
活
用
を
図
り
た
い
。

　
　
今
後
は
今
ま
で
関
心
が

寄
せ
ら
れ
な
か
っ
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活

用
の
範
囲
が
広
が
る
が
、
利

活
用
に
対
す
る
市
の
考
え
は

ど
う
か
。

問答問

財 

政 

問 

題

　
　
今
後
の
公
債
費
を
ど
う

見
込
む
か
。

　
　
（
山
口
財
政
部
長
）
平

成
29
年
度
決
算
の
償
還

額
約
74
憶
円
を
大
き
く
上
回

る
こ
と
は
な
い
と
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
、
公
債
費
比
率

も
10
％
以
下
に
抑
え
る
。

太
陽
光
発
電
設
備
の�

�

立
地
規
制
条
例

　
　
罰
則
や
適
用
時
期
に
関

す
る
規
定
は
ど
う
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

罰
則
規
定
を
設
け
て
も

効
果
が
薄
い
と
考
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
公
表
規
定
を
盛

り
込
む
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

適
用
時
期
は
、
課
題
の
事
業

計
画
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
条

例
を
組
み
立
て
る
。

広
域
連
携
事
業

　
　
上
田
地
域
広
域
幹
線
道

路
網
計
画
で
の
、
新
和

田
ト
ン
ネ
ル
無
料
化
へ
の
対

問答問答問

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
国

は
消
費
税
増
税
へ
の
経

済
対
策
の
一
環
と
し
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
消
費
活
性
化
策
を
２
０
２

０
年
の
夏
頃
か
ら
始
め
る
こ

と
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
利
活
用
に
つ
い
て

課
題
を
整
理
し
遅
れ
る
こ
と

な
く
対
応
し
た
い
。

将
来
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　
中
央
水
産
研
究
所
を
市

が
取
得
し
、
長
野
大
学

に
出
資
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

維
持
管
理
、
更
新
の
検
討
を

含
め
市
が
責
任
を
持
つ
と
い

う
こ
と
か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

公
立
大
学
法
人
で
あ
る

長
野
大
学
の
最
終
的
な
経
営

責
任
は
市
が
負
う
こ
と
と
な

る
。
こ
の
た
め
、
市
は
設
置

者
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
と
な
る
。　

　
　
多
く
の
自
治
会
長
が
１

年
365
日
に
500
回
以
上
も

会
議
等
が
あ
る
。
特
に
市
の

依
頼
す
る
行
政
事
務
、
総
会

答問答問

応
は
ど
う
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

交
通
量
の
増
大
に
よ
る

混
雑
や
危
険
性
が
高
ま
る
可

能
性
が
あ
る
。
腰
越
地
区
は

安
全
性
が
懸
念
さ
れ
る
箇
所

が
あ
り
安
全
対
策
を
県
に
要

望
し
、
分
散
化
対
策
と
し
て

依
田
川
左
岸
道
路
や
国
道
152

号
バ
イ
パ
ス
な
ど
の
整
備
促

進
を
図
る
。

中
央
水
産
研
究
所

�

上
田
庁
舎

　
　
長
野
大
学
の
計
画
す
る

小
牧
キ
ャ
ン
パ
ス
水
産

研
究
所
を
千
曲
川
対
策
の
拠

点
と
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
（
中
澤
農
林
部
長
）
長

野
大
学
を
は
じ
め
、
上

小
漁
業
協
同
組
合
や
千
曲
川

の
恵
み
を
取
り
戻
す
た
め
の

団
体
、
流
域
市
町
村
と
積
極

的
に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で

環
境
保
全
や
内
水
面
振
興
に

寄
与
し
た
い
。

答問答

等
の
出
席
を
少
な
く
す
る
た

め
の
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
（
小
宮
山
市
民
参
加
協

働
部
長
）
自
治
会
の
負

担
軽
減
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
庁
内
関
係
部
局
と
の
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　
　
高
齢
者
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
た
め
に
、
介

護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
に
移
動
支
援
を
目
的

と
す
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
状

況
を
見
な
が
ら
新
年
度

に
、
上
田
市
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
実
施

要
綱
に
位
置
付
け
、
住
民
主

体
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

答問答
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インバウンドツーリズム　外国人の訪日旅行

代
表
質
問

渡
辺
　
正
博
議
員
（
日
本
共
産
党
）

代
表
質
問

池
田
　
総
一
郎
議
員
（
上
志
の
風
）

地
域
経
済
活
性
化

　
　
中
小
企
業
振
興
条
例
策

定
に
向
け
た
予
算
が
計

上
さ
れ
た
こ
と
を
心
よ
り
歓

迎
し
て
い
る
が
、
次
の
３
点

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
①
中

小
企
業
振
興
条
例
制
定
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
と
検
討
組
織
は

ど
う
か
。
②
い
つ
ま
で
に
つ

く
る
の
か
。
③
制
定
後
の
推

進
体
制
は
ど
う
か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

中
小
企
業
振
興
条
例
は
、

地
域
社
会
全
体
が
、
中
小
企

業
が
地
域
の
発
展
の
た
め
に

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
理
解

し
、
支
援
す
る
た
め
の
指
針

と
し
て
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
質
問
に
つ
い
て
は
、
①

中
小
企
業
者
を
は
じ
め
、
行

政
、
商
工
団
体
、
支
援
団
体
、

金
融
機
関
、
教
育
機
関
、
有

識
者
、
市
民
等
か
ら
成
る
検

問答

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
　
外
国
人
の
観
光
誘
客
を

推
進
す
る
た
め
に
日
本

政
府
観
光
局
と
の
連
携
を
強

化
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

近
隣
自
治
体
と
の
広
域
観
光

ル
ー
ト
づ
く
り
や
欧
米
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
る
旅
行
博
へ
の
出
展
も
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
市
の

見
解
は
ど
う
か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

日
本
政
府
観
光
局
が
主

催
す
る
海
外
旅
行
博
に
お
い

て
は
出
展
に
係
る
費
用
面
か

ら
も
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

る
の
で
、
観
光
局
主
催
事
業

を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。
広
域
観
光
に
つ
い
て

は
、
軽
井
沢
町
か
ら
長
野
市

ま
で
の
し
な
の
鉄
道
を
軸
に

し
た
周
遊
ル
ー
ト
、
ま
た
、

松
本
市
と
は
定
期
観
光
バ
ス

問答

討
委
員
会
を
設
置
す
る
。
②

来
年
度
内
の
制
定
を
目
指
し

議
論
し
て
い
く
。
③
条
例
に

掲
げ
る
施
策
の
基
本
方
針
や
、

こ
れ
に
基
づ
く
施
策
の
推
進

に
つ
い
て
継
続
的
に
協
議
し
、

意
見
交
換
す
る
機
会
を
設
け

る
よ
う
検
討
委
員
会
で
も
議

論
し
て
い
く
。

学
校
給
食
に
つ
い
て

　
　
昨
年
３
月
18
日
に
市
民

プ
ラ
ザ
・
ゆ
う
で
行
わ

れ
た
「
上
田
市
長
聞
き
比
べ

の
会
」
で
、「
自
校
給
食
の

よ
さ
を
継
続
し
て
い
く
。
現

在
実
施
し
て
い
る
真
田
地
域

の
小
中
学
校
、
武
石
小
、
川

辺
小
、
東
塩
田
小
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
は
も
ち
ろ
ん
自
校

給
食
を
継
続
さ
せ
て
い
く
。」

と
明
言
さ
れ
て
い
た
。
多
く

の
方
が
そ
の
公
約
を
聞
い
て

投
票
し
た
が
、
川
辺
小
の
廃

止
と
東
塩
田
小
の
統
合
は
、

公
約
違
反
で
は
な
い
の
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
で

問答

を
利
用
し
た
松
本
城
や
上
高

地
ま
で
の
広
域
ル
ー
ト
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

個
人
手
配
旅
行
者
を
取
り
込

む
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
外
国

語
表
記
の
案
内
看
板
や

W
i-

F
i
環
境
の
整
備
に

加
え
て
、
今
後
は
外
国
人
旅

行
者
向
け
の
利
便
性
の
高
い

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
づ
く
り
も
検

討
し
て
い
き
た
い
。

水 

道 

事 

業

　
　
塩
田
地
域
は
全
域
が
県

営
水
道
の
エ
リ
ア
と

な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
市

営
水
道
へ
の
移
管
が
検
討
さ

れ
た
と
聞
く
が
経
緯
は
ど
う

か
。
ま
た
、
移
管
へ
の
課
題

と
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
（
竹
花
上
下
水
道
局
長
） 

平
成
21
年
に
県
営
水
道

事
業
移
管
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
各
市
町
に
分
割
す
る
こ

と
を
前
提
に
関
係
す
る
長
野

市
、
上
田
市
、
千
曲
市
、
坂

城
町
の
４
市
町
と
検
討
を
開

始
し
た
が
、
分
割
移
管
に
よ

問答

見
直
す
と
い
う
方
針
に
な
っ

て
い
る
。
私
自
身
も
現
時
点

で
考
え
ら
れ
る
最
善
策
で
あ

り
、
現
実
的
な
判
断
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
当
初
予
算

・
国
の
第
一
次
・
二
次
補
正

予
算
へ
の
対
応

・
新
年
度
設
置
予
定
の
政
策

研
究
セ
ン
タ
ー

・
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

・
上
田
城
復
元
へ
の
寄
附

・
水
道
事
業

・
教
職
員
の
多
忙
化

り
水
道
料
金
が
現
状
よ
り
も

高
額
と
な
る
な
ど
の
理
由
か

ら
、
平
成
26
年
に
検
討
を
終

了
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
相

手
方
で
あ
る
県
企
業
局
は
分

割
の
意
向
を
示
し
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
市
営
水
道
か
ら

の
給
水
は
見
通
せ
な
い
状
況

で
あ
る
。
な
お
、
新
年
度
か

ら
は
県
営
水
道
エ
リ
ア
を
数

パ
タ
ー
ン
に
分
割
統
合
し
た

場
合
の
技
術
的
な
課
題
や
財

政
的
な
見
通
し
に
つ
い
て
研

究
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
当
初
予
算

・
組
織
改
正
と
人
事

・
産
業
振
興
と
定
住
に
向
け

た
施
策

・
長
野
大
学
の
運
営

・
地
域
内
分
権
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一
般
質
問

佐
藤
　
論
征
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

宮
下
　
省
二
議
員
（
壮
志
会
）

一
般
質
問

成
瀬
　
拓
議
員
（
日
本
共
産
党
）

上
田
市
真
田
地
区�

�

有
線
放
送
電
話
事
業

　
　
真
田
地
区
有
線
放
送
電

話
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
末
現
在
で
積
立

金
の
総
額
が
２
億
３
２
６
９

万
円
余
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は

黒
字
経
営
で
あ
っ
た
が
、
毎

年
60
件
程
度
加
入
者
が
減
少

し
、
２
０
２
２
年
度
に
は
赤

字
と
な
る
予
測
で
あ
り
、
機

器
の
老
朽
化
も
著
し
く
、
維

持
す
ら
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

企
業
会
計
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
収
入
に
よ
り
事
業
を
行

う
観
点
を
持
ち
な
が
ら
、
早

期
に
今
後
の
方
針
を
定
め
る

べ
き
で
あ
る
が
、
機
器
を
全

面
更
新
し
た
場
合
の
費
用
、

事
業
を
廃
止
し
機
器
を
撤
去

す
る
費
用
な
ど
は
想
定
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
企
業
会
計

で
は
あ
る
が
、
真
田
地
域
単

独
で
の
事
業
に
対
し
、
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
（
山
宮
真
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
機
器
の

全
面
的
な
更
新
は
約
４
億
円

問答

上
田
城
の
復
元

　
　
昨
年
、
城
郭
考
古
学
者

の
千
田
嘉
博
氏
は
全
国

版
紙
面
で
、
馬
出
し
と
呼
ば

れ
る
武
田
信
玄
公
が
得
意
と

し
た
城
の
出
撃
用
出
入
口
の

復
元
を
進
め
よ
う
と
し
な
い

市
の
長
年
の
対
応
に
つ
い
て
、

「
表
裏
比
興
の
軍
略
に
は

き
っ
と
永
久
に
か
な
わ
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
市

長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
昨
年
末

上
田
・
城
下
町
活
性
会

並
び
に
匿
名
の
個
人
の
方
か

ら
上
田
城
櫓
復
元
整
備
に
多

額
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
、

必
要
性
を
強
く
感
じ
決
意
を

新
た
に
し
た
。
旧
市
民
会
館

は
、
国
史
跡
指
定
上
田
城
跡

の
「
武
者
だ
ま
り
」
に
あ
り
、

計
画
で
は
城
の
正
面
玄
関
と

な
る
二
の
丸
東
虎
口
一
帯
を

復
元
整
備
す
る
ゾ
ー
ン
と
し

て
位
置
付
け
、
短
期
整
備
目

標
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
古
建
築
や
石
垣
、

考
古
学
等
の
城
郭
専
門
家
に

よ
る
会
議
を
組
織
し
、「
武

問答

平 

和 

行 

政

　
　
平
和
学
で
は
、
格
差
や

貧
困
な
ど
社
会
的
構
造

に
根
差
し
て
い
る
構
造
的
暴

力
の
概
念
を
掲
示
し
、
構
造

的
暴
力
が
な
い
状
態
と
す
る

こ
と
が
積
極
的
平
和
主
義
と

分
類
し
て
い
る
。
日
本
の
現

行
憲
法
は
、
積
極
的
平
和
主

義
に
該
当
す
る
。
平
和
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
る
時
期
に

来
て
い
る
が
、
平
和
の
あ
り

方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
平
和
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
解

釈
が
あ
る
が
、
戦
争
や
争
い
、

暴
力
の
な
い
状
態
と
捉
え
て

い
る
。
平
和
を
保
つ
に
は
、

武
力
を
行
使
す
る
の
で
は
な

く
、
お
互
い
の
考
え
方
を
理

解
し
合
っ
た
上
で
、
未
来
志

向
で
共
感
で
き
る
解
決
方
法

を
真
摯
に
探
究
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

市
民
一
人
一
人
が
何
が
で
き

る
の
か
を
日
ご
ろ
か
ら
意
識

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ

る
。 問答

以
上
、
事
業
を
廃
止
す
る
場

合
は
、
約
７
千
万
円
以
上
を

想
定
し
て
い
る
。
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
入
れ
に
つ
い
て

は
、
真
田
地
域
限
定
の
事
業

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
困
難

と
考
え
る
。
今
後
の
あ
り
方

を
慎
重
に
決
定
し
て
い
く
。

菅
平
高
原
ア
リ
ー
ナ
と�

�

サ
ニ
ア
パ
ー
ク
菅
平

　
　
両
施
設
は
１．６
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
離
れ
て
い
る
が
、

連
携
利
用
の
観
点
か
ら
ア
ク

セ
ス
環
境
の
整
備
が
必
要
と

考
え
る
。
繁
忙
期
の
渋
滞
対

策
と
し
て
も
有
効
と
考
え
る

が
、
ア
ク
セ
ス
環
境
の
整
備

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
（
山
宮
真
田
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
現
在
両

施
設
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
一
つ

で
あ
る
市
道
原
野
地
２
号
線

の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
今

後
は
、
周
辺
の
道
路
環
境
も

含
め
、
地
元
等
の
意
見
を
参

考
に
さ
ら
な
る
整
備
充
実
を

図
る
。

問答

者
だ
ま
り
」
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

整
備
の
方
向
性
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
進
め
る
と
と

も
に
、
市
役
所
本
庁
舎
改
築

工
事
終
了
後
、
旧
市
民
会
館

の
解
体
工
事
に
着
手
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
た
い
。
史

跡
上
田
城
跡
整
備
実
施
計
画

検
討
委
員
で
あ
る
奈
良
大
学

の
千
田
嘉
博
氏
は
、
テ
レ
ビ

等
に
多
数
出
演
さ
れ
上
田
城

の
魅
力
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

記
事
に
あ
る
「
表
裏
比
興
の

者
」
と
は
知
略
、
諆
略
に
す

ぐ
れ
た
武
将
と
い
う
意
味
で
、

千
田
氏
か
ら
上
田
城
跡
整
備

へ
の
熱
い
期
待
を
込
め
た
叱

咤
激
励
と
感
じ
て
お
り
、「
武

者
だ
ま
り
」
の
整
備
を
は
じ

め
「
櫓
の
復
元
」
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
市
が
策
定
し
た
計
画

・
小
中
学
校
の
統
廃
合

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

・
千
曲
川
外
来
魚
の
駆
除

　
　
今
後
の
平
和
行
政
に
対

す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
上
田
市

で
は
「
争
い
の
な
い
世

界
を
願
う
非
核
平
和
都
市
宣

言
」
を
行
い
、
平
和
首
長
会

議
に
も
加
盟
し
、
市
民
の
皆

様
と
平
和
の
大
切
さ
を
提
唱

し
て
き
た
。
昨
年
１
月
に
、

市
民
の
皆
様
に
よ
る
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
初
め
て

の
平
和
祈
念
事
業
が
開
催
さ

れ
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
伝
え
、
平
和
な

社
会
を
次
代
に
引
き
継
い
で

い
く
こ
と
は
、
私
た
ち
に
課

せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
。
来

年
度
第
２
回
目
の
平
和
祈
念

事
業
を
開
催
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
後
も
継
続
し
て
平
和

に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、

恒
久
平
和
を
希
求
す
る
意
識

の
醸
成
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
減
災
ま
ち
づ
く
り

問答
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一
般
質
問

松
尾
　
卓
議
員
（
公
明
党
）

一
般
質
問

古
市
　
順
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

井
澤
　
毅
議
員
（
新
生
会
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ�

�（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

　
　
地
域
課
題
の
見
え
る
化
、

各
種
計
画
の
策
定
・
改

定
、
推
進
体
制
づ
く
り
、
課

題
に
応
じ
た
地
域
間
の
広
域

連
携
等
を
図
る
た
め
の
、
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

県
の
５
カ
年
計
画
も

参
考
に
、
今
後
策
定
す
る
第

二
次
上
田
市
総
合
計
画
の
後

期
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
上
田

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

理
念
を
組
み
入
れ
、
必
要
な

目
標
や
施
策
に
つ
な
げ
る
。

　
　
信
州
大
学
の
高
橋
教
授

か
ら
市
所
有
施
設
へ

の
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
導

入
に
つ
い
て
提
案
が
さ
れ
た

が
、
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

高
橋
教
授
に
よ
り
現

状
の
化
石
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
の

運
用
状
況
や
燃
料
消
費
量
を

調
査
す
る
と
と
も
に
施
設
に

最
適
な
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の

容
量
・
運
用
の
仕
方
、
立
地

問答問答

　
　
潜
在
的
待
機
児
童
の
見

通
し
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
新
年
度
は
30

年
度
よ
り
23
名
多
い
申
し
込

み
だ
が
、
現
時
点
で
は
発
生

し
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
新
年
度
か
ら
私
立
保
育

園
５
園
が
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
す
る
が
、
そ
の
特

徴
や
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
保
育
の
必
要

の
な
い
子
ど
も
が
入
園
で
き

る
こ
と
や
、
園
と
の
直
接
契

約
と
な
り
保
育
料
を
園
で
徴

収
す
る
こ
と
等
が
特
徴
で
あ

る
。
入
園
調
整
は
市
が
行
う

こ
と
か
ら
、
大
き
な
変
化
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
食
材
料
費
は
幼
児
教
育

無
償
化
の
対
象
外
で
あ

り
高
額
と
す
べ
き
で
は
な
い

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
実
際
に
か
か

る
費
用
を
算
出
し
、
私
立
保

育
園
と
も
調
整
し
他
市
の
状

保 

育 

行 

政

問答問答問答

立
地
適
正
化
計
画

　
　

市
に
お
い
て
重
要
な
計

画
だ
と
思
う
が
市
民
へ

の
説
明
は
十
分
尽
く
さ
れ
た
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

最
終
案
へ
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
５
人
か

ら
11
件
あ
り
、
お
お
む
ね
理

解
は
得
ら
れ
説
明
も
十
分
に

尽
く
し
た
と
考
え
る
。
審
議

会
で
も
十
分
な
審
議
を
い
た

だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
社
人
研
推
計
人
口
と
市

の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は

大
き
く
数
値
が
違
う
が
市
民

へ
の
説
明
は
必
要
な
い
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

説
明
の
中
で
市
の
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
に
触
れ
な
か
っ
た

の
は
若
干
の
手
落
ち
だ
が
、

手
引
き
に
従
っ
て
行
っ
た
。

　
　
コ
ン
パ
ク
ト・プ
ラ
ス・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
部
分
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

上
位
計
画
と
整
合
性
を

と
り
な
が
ら
人
口
減
少
社
会

に
対
応
し
た
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク

問答問答問答

状
況
や
現
有
設
備
の
流
用
可

能
性
も
含
め
て
検
討
し
、
燃

料
代
替
に
よ
る
燃
料
コ
ス
ト

の
削
減
や
収
益
性
、
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
を
示
す
た
め
の
調

査
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ

の
調
査
結
果
を
受
け
、
提
案

さ
れ
た
計
画
実
現
の
た
め
の

課
題
を
整
理
し
て
検
討
し
て

い
く
。

　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
に
対
す
る
市
長
の
見

解
は
ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
示
さ
れ
る
多
様

な
目
標
の
追
求
は
、
自
治
体

に
お
け
る
諸
課
題
の
解
決
に

貢
献
し
、
自
治
体
の
持
続
可

能
な
開
発
、
す
な
わ
ち
地
方

創
生
に
資
す
る
と
捉
え
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
地
方
創
生

に
向
け
て
、
地
域
に
強
い
刺

激
を
与
え
、
活
性
化
を
促
す

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
総
合
計
画
や
総
合
戦
略

の
着
実
な
推
進
と
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
に
国
や
県
と

連
携
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問答

況
等
も
参
考
に
保
護
者
負
担

に
も
配
慮
し
て
検
討
す
る
。

　
　
保
育
士
の
処
遇
改
善
と

業
務
負
担
の
軽
減
策

は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未
来

部
長
）
臨
時
・
パ
ー
ト

保
育
士
の
賃
金
増
額
な
ど
処

遇
改
善
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

保
育
士
の
休
憩
時
間
確
保
の

た
め
に
保
育
補
助
員
を
30
年

度
か
ら
配
置
し
、
現
在
は
32

園
中
23
園
で
昼
の
12
時
か
ら

３
時
間
の
勤
務
を
し
て
い
る
。

　
　
保
育
士
の
構
成
、
非
正

規
職
員
の
み
の
ク
ラ

ス
の
現
状
と
新
年
度
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
30
年
度
４
月

現
在
の
ク
ラ
ス
担
任
の
状
況

は
正
規
職
員
が
114
名
、
非
正

規
が
169
名
。
184
ク
ラ
ス
の
う

ち
、
非
常
勤
職
員
だ
け
で
受

け
持
つ
ク
ラ
ス
は
40．２
％
の
74

ク
ラ
ス
。
新
年
度
は
正
規
職

員
８
名
採
用
予
定
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
担
任
の
う
ち
一
人
は

正
規
職
員
を
配
置
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

問答問答

ス
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　
　

誘
導
区
域
外
の
空
き
家

や
移
住
促
進
活
動
・
移

住
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

誘
導
区
域
内
外
問
わ
ず
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
空
き
家
情

報
バ
ン
ク
の
活
用
と
移
住
定

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
人
口
減
少
に
伴
い
自
治

会
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

崩
れ
る
の
は
仕
方
な
い
の
か
。

ま
た
、
通
学
区
の
再
編
も
あ

る
の
か
。

　
　
（
翠
川
都
市
建
設
部
長
）

自
治
会
等
の
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
持
続
強
化
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。
通
学

区
に
つ
い
て
直
接
的
に
は
関
連

し
な
い
し
、
直
ち
に
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

市
民
に
丁
寧
な
説
明
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
市
民
に

は
お
お
む
ね
理
解
は
い

た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

輝
く
未
来
の
上
田
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問答問答問答

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）　Sustainable Development Goals の略。２０１５年に国連で採択された２０３０年までの国際目標。持続
可能な世界を実現するための１７のゴールと１６９のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを目指す。
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傍聴者
の声 ３月定例会において、本会議を傍聴された方は延べ 71 人でした。

傍聴された皆さんには、ご感想やご意見をアンケート用紙に記入していただいています。
お寄せいただいたご感想、ご意見の一部を紹介します。

○　市政に対する具体的で熱心な意見を聴くことができました。（70 代・女性）

○　議員の質問に対して、市側が丁寧に答弁している印象を受けました。（60 代・男性）

○　活発な議論をお願いします。（70 代・男性）

○　傍聴をしている人があまりにも少ないと思った。（20 代・女性）

本会議を傍聴されたみなさんの声
～こんなご感想・ご意見をいただきました～

一
般
質
問

原
　
栄
一
議
員
（
壮
志
会
）

一
般
質
問

金
子
　
和
夫
議
員
（
新
生
会
）

防
災
・
減
災
・
安
心
・
安
全

　
　
平
成
の
30
年
間
は
、
全

国
各
地
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
が
、
過
去
の

上
田
市
に
お
け
る
地
震
の
発

生
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

市
内
に
活
断
層
は
あ
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
上

田
市
に
お
い
て
は
、
大

正
元
年
８
月
17
日
に
発
生
し

た
上
田
地
震
で
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
５．１
で
、
市
内
を
中

心
に
棚
の
器
物
の
転
落
、
白

壁
の
亀
裂
剥は

く
離り

、
現
在
の
上

田
城
址
公
園
に
あ
る
招
魂
社

な
ど
の
石
灯
籠
の
破
損
な
ど

の
被
害
の
記
録
が
あ
る
。
ま

た
、
１
８
４
７
年
に
発
生
し

た
善
光
寺
地
震
に
お
い
て
は
、

上
田
藩
で
344
人
の
死
者
の
記

録
が
あ
る
。
市
内
の
活
断
層

に
つ
い
て
は
、
最
大
震
度
７

が
想
定
さ
れ
て
い
る
糸
魚

川
・
静
岡
構
造
線
断
層
帯
の

よ
う
な
大
き
な
断
層
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
成
27

年
に
制
作
さ
れ
た
「
長
野
県

デ
ジ
タ
ル
地
質
図
２
０
１

５
」
に
よ
る
と
２
カ
所
の
活

問答

災 

害 

対 

策

　
　
指
定
緊
急
避
難
場
所
と

指
定
避
難
所
の
指
定
基

準
及
び
災
害
装
備
品
の
購
入

基
準
は
ど
う
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
地

震
以
外
の
発
災
時
に
施

設
が
開
放
す
る
こ
と
が
で
き
、

避
難
場
所
に
物
品
な
ど
が
置

い
て
な
い
管
理
状
況
で
、
発

災
時
に
危
険
が
及
ば
な
い
区

域
内
に
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

地
震
時
は
こ
の
条
件
に
加
え
、

耐
震
条
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
る
。
非
常
用
食
料
や
生
活

必
需
品
、
災
害
用
資
器
材
の

74
品
目
を
備
蓄
し
、
災
害
時

応
援
協
定
を
12
団
体
と
締
結

し
て
備
え
て
い
る
。

　
　
生
活
に
必
要
不
可
欠
な

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
を
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
平

成
27
年
に
長
野
県
が
公

表
し
た
長
野
県
地
震
被
害
想

定
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、

糸
魚
川
―
静
岡
構
造
線
断
層

地
帯
全
体
が
動
い
た
想
定
で

の
上
田
市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

問答問答

断
層
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　
災
害
時
に
お
け
る
要
援

護
者
を
支
え
る
仕
組
み

づ
く
り
及
び
災
害
対
策
は
ど

う
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
上

田
市
に
お
い
て
は
、
自

治
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
３
者
協
定
に
基
づ
く
連
携

に
よ
り
災
害
時
要
援
護
者
登

録
制
度
を
活
用
し
て
、
住
民

支
え
合
い
マ
ッ
プ
の
普
及
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域

の
事
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い

る
自
治
会
と
の
連
携
に
よ
り
、

災
害
弱
者
及
び
全
て
の
住
民

の
生
命
・
財
産
を
守
れ
る
よ

う
一
層
強
化
を
し
て
い
き
た

い
。そ

の
他
の
質
問
項
目

・
Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待

問答

の
復
旧
予
測
は
、
停
電
率
・

断
水
率
・
下
水
道
の
機
能
支

障
率
・
固
定
電
話
の
不
通
回

線
率
を
被
災
直
後
、
１
日
後
、

１
週
間
後
、
１
ヶ
月
後
ご
と

に
想
定
さ
れ
て
お
り
、
都
市

ガ
ス
の
供
給
停
止
率
は
東
日

本
大
震
災
以
降
に
供
給
設
備

を
増
強
し
た
こ
と
か
ら
影
響

が
無
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
避
難
場
所
等
へ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
方
法
と
、

避
難
場
所
等
の
指
定
に
都
市

ガ
ス
か
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
か
の
供
給

方
法
は
考
慮
し
て
い
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
地

域
防
災
計
画
に
関
係
事

業
者
の
役
割
を
明
確
に
し
、

災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

ま
た
、
ガ
ス
の
供
給
方
法
を

考
慮
し
た
避
難
場
所
等
の
指

定
は
行
っ
て
い
な
い
。

　
　
今
後
計
画
さ
れ
る
公
共

施
設
に
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
災
害

対
応
バ
ル
ク
貯
槽
ユ
ニ
ッ
ト

に
変
更
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
防
災
上
の
有

益
性
も
視
野
に
入
れ
て
シ
ス

テ
ム
導
入
可
能
か
検
討
す
る
。

問答問答

コンパクト・プラス・ネットワーク　人口の減少と高齢化が進行する中、持続可能な都市経営を維持するために、医療・福祉・商業等の生活
利便施設と住居をまとまって立地させ、公共交通によるアクセスを可能とし、人口規模に見合ったコンパクトなまちづくりを進めること。
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一
般
質
問

齊
藤
　
加
代
美
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

池
上
　
喜
美
子
議
員
（
公
明
党
）

ご
み
分
別
の
効
率
的
な�

�

周
知
強
化
対
策

　
　
市
職
員
の
活
躍
に
期
待

し
、
人
海
戦
術
に
よ
る

ご
み
の
啓
発
活
動
の
強
化
を

行
う
こ
と
は
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

ご
み
の
分
別
適
正
化
の

た
め
に
職
員
一
人
一
人
が
ご

み
の
分
別
に
対
す
る
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
で
、
住
ん
で

い
る
地
域
の
中
で
地
域
住
民

に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成
31
年
度
に
は
職
員
に
対

す
る
研
修
会
を
予
定
し
て
お

り
、
受
講
し
た
職
員
自
ら
ご

み
減
量
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
地
域
の
中
で
説
明
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
る
。

　
　
ご
み
有
料
指
定
袋
を
扱

う
商
店
に
緊
急
事
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
の
周
知
協

力
依
頼
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
（
山
口
生
活
環
境
部
長
）

ご
み
指
定
袋
の
購
入
時

に
啓
発
内
容
が
届
く
よ
う
、

ご
み
指
定
袋
販
売
店
（
約
250

問答問答

児
童
虐
待
防
止

　
　
市
の
現
状
、
関
係
機
関

と
の
連
携
と
情
報
共
有
、

虐
待
対
応
の
体
制
、
地
域
全

体
で
の
虐
待
防
止
の
取
り
組

み
、
拠
点
の
整
備
は
ど
う
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
平
成
29
年
度

で
、
前
年
度
の
１．６
倍
の
178
件
、

面
前
Ｄ
Ｖ
等
の
心
理
的
虐
待

が
増
加
し
た
。
市
担
当
の
児

童
相
談
所
の
職
員
は
ほ
ぼ
毎

日
面
談
や
調
査
等
を
行
っ
て

い
る
。
支
援
が
必
要
な
家
庭

や
児
童
の
情
報
は
虐
待
対
応

の
担
当
課
の
子
育
て
・
子
育

ち
支
援
課
が
集
約
し
事
案
に

応
じ
個
別
支
援
会
議
を
開
催

し
て
い
る
。
ゼ
ロ
歳
ゼ
ロ
か

月
の
虐
待
死
が
多
い
こ
と
か

ら
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
よ
り
効
果
的
に

機
能
さ
せ
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
切
れ
目
な
い

支
援
に
努
め
る
。
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
189
（
い
ち
早
く
）

の
周
知
や
体
罰
ゼ
ロ
の
肯
定

的
な
し
つ
け
の
講
座
や
講
演

会
な
ど
の
啓
発
活
動
を
し
て

問答

店
舗
）
に
分
別
適
正
化
の
お

願
い
や
ご
み
分
別
ア
プ
リ

「
さ
ん
あ
ー
る
」
の
広
報
記

事
等
の
お
知
ら
せ
を
掲
示
し

て
い
く
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

山
本
鼎
農
民
美
術
・�

児

童
自
由
画
教
育
運
動
・

上
田
自
由
大
学
と�

�

信
州
上
田
学
と
の
連
携

　
　
農
民
美
術
を
商
工
、
観

光
の
視
点
で
推
進
し
て

い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

農
民
美
術
は
代
表
的
な

伝
統
産
業
で
貴
重
な
観
光
資

源
で
あ
る
と
認
識
す
る
。
新

た
な
旅
行
商
品
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
農
民
美
術
の
制
作
体

験
を
盛
り
込
み
、
こ
れ
か
ら

の
観
光
誘
客
に
生
か
し
た
い
。

　
　
信
州
上
田
学
と
の
連
携

は
ど
う
か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

幼
保
小
中
高
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
学
び

を
提
供
し
、
長
野
大
学
等
と

も
連
携
し
、
探
求
型
学
習
に

よ
り
市
民
力
を
よ
り
醸
成
し

た
い
。

問答問答

い
く
。
虐
待
対
応
に
精
通
し

た
ス
キ
ル
を
持
っ
た
職
員
の

育
成
と
居
住
す
る
全
て
の
子

ど
も
と
そ
の
家
族
及
び
妊
産

婦
を
対
象
に
実
情
の
把
握
、

相
談
対
応
や
継
続
的
支
援
を

行
う
な
ど
の
幅
広
い
業
務
を

担
う
、
子
ど
も
家
庭
相
談
支

援
拠
点
を
早
期
に
整
備
し
た

い
と
考
え
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル�

�

ワ
ー
カ
ー
の
充
実

　
　
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り

等
の
問
題
の
早
期
発
見

と
解
決
、
虐
待
防
止
の
た
め

に
も
活
用
が
重
要
と
考
え
る

が
市
教
委
へ
の
配
置
は
ど
う

か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
学
校

と
と
も
に
課
題
解
決
へ

の
糸
口
を
考
え
て
い
く
社
会

福
祉
の
専
門
家
で
あ
る
た
め
、

県
の
派
遣
事
業
に
応
募
し
新

年
度
か
ら
市
専
属
で
２
名
が

配
置
さ
れ
る
。
関
係
機
関
と

の
連
携
が
今
ま
で
以
上
に
緊

密
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。 問答

一
般
質
問

石
合
　
祐
太
議
員

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

　
　

２
０
２
０
年
４
月
か
ら

の
制
度
発
足
に
向
け
、

関
係
者
と
の
協
議
や
条
例
化

の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
現
状
は
ど
う
か
。

ま
た
、
職
員
団
体
や
当
事
者

と
の
交
渉
や
協
議
の
時
間
を

勘
案
し
た
も
の
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
募

集
、
任
用
の
準
備
を
２

０
２
０
年
の
１
月
ご
ろ
か
ら

行
う
必
要
が
あ
り
、
遅
く
と

も
本
年
の
12
月
定
例
会
に
は

関
係
す
る
条
例
案
を
上
程
す

る
予
定
で
あ
る
。
協
議
に
必

要
な
時
間
を
十
分
確
保
す
る

と
と
も
に
、
現
在
雇
用
さ
れ

て
い
る
非
常
勤
職
員
へ
の
制

度
周
知
に
つ
い
て
も
十
分
配

慮
を
行
う
。

　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の

パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
つ
い

て
、
少
な
く
と
も
期
末
手
当

に
つ
い
て
は
支
給
す
べ
き
で

な
い
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
現

在
地
方
の
非
常
勤
職
員

に
つ
い
て
は
、
国
と
異
な
り
、

問答問答

制
度
上
期
末
手
当
が
支
給
で

き
な
い
た
め
、
今
回
の
法
改

正
で
会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
し
て
期
末
手
当
の
支
給
が

可
能
と
な
る
改
正
が
行
わ
れ

た
。
現
在
制
度
の
設
計
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
本
制
度
に
よ
り
フ
ル
タ

イ
ム
職
員
の
採
用
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

正
規
職
員
の
採
用
抑
制
に
つ

な
が
ら
な
い
か
。
ま
た
、
職

員
定
数
全
体
の
考
え
方
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
は
ど
う

か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
職

務
内
容
や
責
任
の
程
度

が
正
規
職
員
と
は
違
う
こ
と

な
ど
か
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム
会

計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
に

よ
っ
て
直
接
的
に
正
規
職
員

の
採
用
が
抑
制
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

総
額
人
件
費
、
定
員
管
理
計

画
を
踏
ま
え
た
適
正
な
人
員

配
置
に
留
意
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問答
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　2020 年度中に完成予定の新庁舎建設を控え、建設から約 50 年経過した歴史ある議場を多くの方にご覧いただく
ため、議場見学会を開催いたします。
　大勢の皆さんの申し込みをお待ちしております。

一
般
質
問

小
坂
井
　
二
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

斉
藤
　
達
也
議
員
（
新
生
会
）

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
構
想

　
　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ
た
経
緯

は
ど
う
か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

平
成
28
年
９
月
に
県
か

ら
県
下
市
町
村
に
対
し
中
国

を
相
手
国
と
し
た
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
の
登
録
の
共
同
申
請
に

つ
い
て
の
調
査
が
あ
り
、
上

田
市
と
し
て
は
寧
波
市
と
相

互
交
流
を
図
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
県
の
呼
び
掛
け
に

応
じ
る
形
で
同
年
10
月
に
申

請
し
、
12
月
に
登
録
さ
れ
た
。

　
　
市
民
団
体
と
の
連
携
は

ど
う
か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
上
田
実

行
委
員
会
を
中
心
に
、
Ａ
Ｍ

Ｕ
等
と
連
携
し
て
進
め
る
。

毎
月
勤
労
統
計
調
査
問
題

　
　
上
田
市
職
員
へ
の
影
響

は
あ
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
国

で
は
平
成
16
年
ま
で
遡

る
と
し
て
お
り
、
失
業
者
の

問答問答問答

経
済
の
地
域
内
循
環

の
視
点
に
よ
る
産
業

振
興
政
策

　
　
純
移
出
額
が
大
き
い
産

業
に
つ
い
て
、
経
済
の

地
域
内
循
環
を
進
め
る
た
め

の
方
策
は
ど
う
か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

中
小
企
業
の
新
技
術
開

発
、
新
商
品
開
発
と
い
っ
た

製
品
等
の
高
付
加
価
値
化
や

国
内
外
の
展
示
会
等
へ
の
出

展
に
よ
る
販
路
拡
大
に
対
し

支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

ま
た
、
域
外
か
ら
の
受
注
拡

大
に
同
業
種
グ
ル
ー
プ
が
共

同
で
取
り
組
む
上
田
ド
リ
ー

ム
ワ
ー
ク
ス
の
活
動
に
対
し

て
、
引
き
続
き
３
商
工
団
体

連
携
事
業
と
し
て
専
門
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置

す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

　
　
純
移
入
額
が
大
き
い
電

力
産
業
に
つ
い
て
、
Ｆ

Ｉ
Ｔ
法
に
定
め
る
10
年
間
の

太
陽
光
発
電
の
買
い
取
り
期

限
が
順
次
終
わ
る
こ
と
か
ら
、

11
月
ま
で
に
市
が
出
資
す
る

問答問

退
職
手
当
を
受
給
し
た
職
員

は
２
名
、
公
務
災
害
補
償
を

受
け
た
職
員
は
11
名
だ
が
、

追
加
給
付
の
具
体
的
算
出
方

法
や
金
額
等
詳
細
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
象
職

員
の
範
囲
や
追
加
給
付
が
必

要
と
な
る
か
不
確
定
で
あ
る
。

女
性
職
員
の
登
用

　
　
平
成
27
年
に
「
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

が
制
定
さ
れ
、
上
田
市
で
も

平
成
28
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
「
女
性
職
員
の
活
躍
に
関

す
る
上
田
市
特
定
事
業
主
行

動
計
画
」
に
お
い
て
、
平
成

31
年
度
ま
で
に
係
長
級
以
上

の
女
性
職
員
を
全
体
の
20
％

と
し
て
い
る
。
男
女
別
の
管

理
職
の
割
合
は
ど
う
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
課

長
級
以
上
の
管
理
職
の

男
女
別
の
割
合
は
総
数
119
人

の
う
ち
男
性
110
人
で
92
％
、

女
性
が
９
人
で
８
％
で
あ
る
。

今
後
も
女
性
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
。

問答

新
電
力
会
社
を
設
立
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

経
済
の
地
域
内
循
環
は
大
事

な
視
点
だ
が
、
新
電
力
へ
の

自
治
体
の
関
わ
り
方
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
課
題
を
整

理
し
て
研
究
を
進
め
て
い
く
。

上
田
市
地
域
振
興
事
業
団

　
　
市
と
密
接
な
関
係
の
あ

る
上
田
市
地
域
振
興
事

業
団
に
つ
い
て
、
行
財
政
改

革
に
対
す
る
連
携
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

市
が
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
し
て
い
る
施
設
の
中

で
も
多
く
の
大
規
模
施
設
の

管
理
運
営
を
委
ね
て
い
る
上

田
市
地
域
振
興
事
業
団
と
の

連
携
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
の
結
果

に
基
づ
く
協
議
等
に
加
え
、

他
に
も
改
善
事
項
が
あ
る
の

か
、
新
た
な
視
点
か
ら
引
き

続
き
連
携
を
図
っ
て
評
価
を

し
て
い
く
。

答問答

ＡＭＵ　Association for Multicultural community building of Ueda の略。上田市多文化共生推進協会

議場を見学しませんか

●見学会開催日時
　毎週水曜日　午前の部　午前 10 時から　　午後の部　午後 1時 30 分から
　※市議会の会期中は除きます。市議会の会期は、電話または市議会ホームページの市議会カレンダーでご確認

ください。
　※祝日等、市役所閉庁日はお受けできません。
●見学時間　30 分～ 40 分程度
●案内等
　担当する議員がご案内いたします。
●申し込み方法
　おおむね見学希望日の２週間前までにグループ（５名以上）でお申し込みください。
　※お申し込みが重なった場合、複数のグループを同時にご案内する場合もございます。
　※上記の曜日、時間以外での社会科見学、団体でご希望される場合は、お電話にてご相談ください。
●申し込み、問い合わせ先　上田市議会事務局（電話番号：22-0452）
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一
般
質
問

中
村
　
悠
基
議
員
（
上
志
の
風
）

一
般
質
問

西
沢
　
逸
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

飯
島
　
伴
典
議
員
（
上
志
の
風
）

Ａ 
Ｉ 
特 

区

　
　
新
た
に
上
田
市
に
設
置

す
る
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
で
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の

検
討
を
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
Ａ
Ｉ
等

先
端
的
な
も
の
へ
の
対

応
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十

分
認
識
し
て
い
る
。
新
た
に

設
置
す
る
上
田
市
政
策
研
究

セ
ン
タ
ー
で
の
有
力
な
研
究

テ
ー
マ
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。

労 

働 

組 

合

　
　
全
国
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
職
員
が
労
働
時
間

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
労
働
組

合
運
動
を
行
う
い
わ
ゆ
る
ヤ

ミ
専
従
は
あ
る
か
。
ま
た
ど

の
よ
う
に
実
態
把
握
に
努
め

て
い
る
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
ヤ

ミ
専
従
の
把
握
に
当
た

り
、
こ
れ
ま
で
も
調
査
と
い

う
こ
と
ま
で
は
行
っ
て
い
な

い
が
、
職
員
の
職
務
専
念
義

問答問答

女
性
の
視
点
を

�

取
り
入
れ
た
施
策

　
　
今
後
の
市
の
施
策
展
開

に
女
性
の
視
点
を
ど
の

よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
の

か
。

　
　
（
柳
原
政
策
企
画
部
長
）

若
者
流
出
課
題
に
つ

い
て
は
、
計
画
、
戦
略
策
定

時
の
議
論
で
も
、
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
各
分

野
で
施
策
立
案
に
当
た
っ
て

は
、
20
歳
か
ら
39
歳
の
女
性

を
含
む
若
者
や
子
育
て
世
代

が
魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く

り
の
視
点
を
盛
り
込
ん
で
き

た
。
ま
た
、
審
議
会
等
に
お

い
て
は
、
多
様
な
視
点
、
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
を
反
映

す
る
た
め
、
基
本
方
針
を
設

け
、
委
員
の
選
定
に
当
た
っ

て
は
女
性
登
用
率
を
原
則

40
％
以
上
と
す
る
こ
と
を
定

め
て
お
り
、
平
成
30
年
４
月

時
点
で
、
70
％
の
附
属
機
関

で
達
成
を
し
て
い
る
。
今
後

も
施
策
の
当
事
者
と
な
る
方

の
視
点
を
的
確
に
反
映
し
て

い
く
。

問答

地
域
一
体
と
な
っ
て

健
康
に
暮
ら
す
た
め

の
教
育

　
　
が
ん
教
育
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
と
課
題
は

ど
う
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
平
成

29
年
度
、
菅
平
中
学
校

で
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
全

県
か
ら
30
人
超
の
教
職
員
が

訪
れ
た
。
生
徒
達
は
が
ん
に

対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
た
。

ま
た
、
家
族
に
が
ん
患
者
が

い
る
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
等

が
課
題
で
あ
る
。

　
　
が
ん
教
育
に
対
す
る
教

育
長
の
考
え
と
方
針
は

ど
う
か
。

　
　
（
峯
村
教
育
長
）
理
解

し
易
く
す
る
た
め
の
教

材
化
や
、
職
員
の
研
修
等
が

必
要
で
あ
る
。
専
門
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
行
く
よ
う
各
学
校

に
働
き
か
け
て
い
く
。

問答問答

務
を
確
保
す
る
た
め
、
管
理

職
で
あ
る
所
属
長
が
職
員
の

服
務
管
理
の
一
環
と
し
て
出

退
勤
の
状
況
や
業
務
内
容
等

を
適
切
に
管
理
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
上
田
市
に
お
い
て

ヤ
ミ
専
従
は
な
い
も
の
と
認

識
を
し
て
い
る
。

　
　
上
田
市
が
労
働
組
合
事

務
所
を
無
償
貸
与
す
る

根
拠
と
す
る
条
例
が
根
拠
に

な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
長

野
県
内
、
上
田
市
を
除

く
18
市
の
全
て
が
庁
舎
内
に

組
合
事
務
所
を
設
置
し
て
、

う
ち
15
市
が
使
用
料
の
減
免

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
減
免

の
根
拠
が
無
い
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、「
市
長
が
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
」
を

適
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
状
況
で
あ
る
。
本
件
に
つ

い
て
は
再
度
検
証
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
市
民
の
森
一
帯
の
再
開
発

問答

公 

文 

書 

館

　
　
公
文
書
館
の
職
員
体
制
、

若
き
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を

ど
う
育
て
て
い
く
の
か
。

　
　
（
神
代
総
務
部
長
）
公

文
書
館
法
に
基
づ
き
設

置
す
る
施
設
で
、
館
長
に
つ

い
て
は
行
政
実
務
に
精
通
し

た
正
規
職
員
を
一
人
、
専
門

職
員
に
つ
い
て
は
歴
史
や
古

文
書
の
知
識
を
有
す
る
嘱
託

職
員
を
一
人
、
そ
の
他
公
文

書
館
の
運
営
に
必
要
な
職

員
と
し
て
正
規
職
員
を
一

人
、
パ
ー
ト
職
員
を
若
干
名

配
置
す
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
夏
頃
の
開
館
に
当
た
っ

て
は
、
行
政
実
務
に
精
通
し

た
職
員
や
、
古
文
書
に
対
す

る
知
識
を
有
す
る
職
員
の
配

置
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
将

来
の
公
文
書
館
の
運
営
を
見

据
え
て
、
国
立
公
文
書
館
が

主
催
す
る
研
修
の
機
会
を
確

保
し
て
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と

し
て
の
職
員
の
育
成
に
努
め

て
い
く
。

問答

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
を�

�

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　

市
長
の
描
く
Ｉ
ｏ
Ｔ
、

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
ま
ち

づ
く
り
は
何
か
。

　
　
（
土
屋
市
長
）
上
田
に

根
づ
く
超
先
進
産
業
の

集
積
地
を
目
指
す
。
新
し
い

技
術
を
取
り
入
れ
た
社
会
は

快
適
な
社
会
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
的
確
に
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
市
民
の

負
担
が
伴
う
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
中
、
見
極
め
が
重
要
で

あ
る
が
、
遅
れ
る
こ
と
な
く

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
等
の
導
入
を

検
討
し
、
地
域
産
業
の
活
性

化
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

未
来
に
目
を
向
け
た
持
続
的

に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
こ
れ
か
ら
の
地
域
交
通
や

車
で
の
移
動
の
確
保
策

問答

アーキビスト　公文書の収集、分類や保管にあたる担当者。公文書館などで調査研究にあたる専門職員。
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一
般
質
問

松
山
　
賢
太
郎
議
員
（
新
生
会
）

一
般
質
問

林
　
和
明
議
員
（
新
生
会
）

消
防
団
協
力
事
業
制
度

　
　
認
定
事
業
所
拡
大
に
向

け
た
政
策
は
ど
う
か
。

　
　
（
松
井
消
防
部
長
）
上
田

市
と
し
て
は
県
の
支
援

施
策
を
推
進
し
な
が
ら
、
市
発

注
工
事
入
札
時
の
参
加
資
格
評

価
点
を
加
点
す
る
優
遇
措
置
を

実
施
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
認
定
事
業
所
名
を
公
表
す
る

な
ど
、
制
度
の
周
知
や
新
た
な

協
力
事
業
所
の
募
集
を
し
て
い

る
。
今
後
さ
ら
な
る
優
遇
措
置

を
他
の
自
治
体
を
参
考
に
研
究

す
る
。
ま
た
、
認
定
企
業
条
件

の
緩
和
は
６
項
目
の
う
ち
、
消

防
関
係
法
令
上
の
違
反
お
よ
び

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
以
外

の
４
項
目
で
一
つ
で
も
条
件
が

該
当
し
て
い
れ
ば
認
定
し
て
お

り
、
今
後
も
協
力
事
業
所
を
さ

ら
に
増
や
し
消
防
団
活
動
の
環

境
整
備
に
取
り
組
む
。

東
信
州
次
世
代
産
業�

�

振
興
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況

　
　
具
体
的
な
進
捗
状
況
お

よ
び
実
施
計
画
策
定
後

問答問

障
害
者
の
就
労
支
援

　
　
民
間
企
業
に
お
け
る
障

害
者
の
雇
用
率
は
ど
う

か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
管

内
の
平
成
29
年
６
月
１
日
現

在
に
お
け
る
民
間
企
業
の
障

害
者
雇
用
率
は
2.06
％
で
、
３

年
連
続
で
法
定
雇
用
率
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
第
５
期
上
田
市
障
が
い

福
祉
計
画
に
明
記
し
た

一
般
就
労
移
行
者
数
の
目
標

達
成
へ
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
や
教

育
、
医
療
機
関
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
障
害
者
雇

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年
度

の
取
り
組
み
と
し
て
、
障
害

者
面
接
会
を
こ
れ
ま
で
に
全

部
で
４
回
実
施
し
て
お
り
、

延
べ
19
社
の
企
業
、
79
人
の

障
害
の
あ
る
方
に
ご
参
加
を

い
た
だ
い
た
結
果
、
13
人
の

方
が
就
職
さ
れ
た
。

問答問答

の
新
規
事
業
数
の
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
（
大
矢
商
工
観
光
部
長
）

多
様
性
を
生
か
す
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
点
３

分
野
に
お
け
る
次
世
代
産
業

創
出
を
目
指
し
、
昨
年
10
月

に
ウ
エ
ル
ネ
ス
分
野
に
お
い

て
信
州
大
学
繊
維
学
部
発
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
中
心
と
す

る
複
数
企
業
に
よ
る
事
業
が

国
の
補
助
採
択
を
受
け
た
。

ま
た
、
地
域
企
業
か
ら
10
件

の
事
業
提
案
を
受
け
、
事
業

化
を
検
討
し
て
い
る
中
で
、

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
で
１

件
が
進
行
し
て
い
る
。
実
施

計
画
策
定
後
に
も
新
た
に
第

１
ス
テ
ー
ジ
お
よ
び
第
３
ス

テ
ー
ジ
に
進
ん
だ
２
件
が
あ

る
。
そ
の
他
、
第
１
ス
テ
ー

ジ
の
前
段
階
と
し
て
、
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
分
野
に
お
い
て
自

動
運
転
を
活
用
す
る
農
作
業

の
効
率
化
等
の
調
査
研
究
が

行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。 答

　
　
障
害
者
の
雇
用
を
目
的

と
し
た
農
業
を
行
う

企
業
を
誘
致
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
（
近
藤
福
祉
部
長
）
ご

案
内
の
ケ
ー
ス
は
、
農

福
連
携
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

担
い
手
等
の
人
手
不
足
や
遊

休
荒
廃
地
で
悩
む
農
業
分
野

と
、
障
害
の
あ
る
方
が
働
く

場
所
や
低
賃
金
で
悩
む
と
い

う
福
祉
分
野
、
こ
の
２
つ
の

分
野
を
結
ぶ
農
福
連
携
は
刮

目
す
べ
き
分
野
で
あ
り
、
障

害
者
の
社
会
自
立
の
訓
練
や

経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
県
セ
ル
プ
セ

ン
タ
ー
協
議
会
が
県
の
委
託

を
受
け
て
農
業
就
労
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
上
田
市
に
お

い
て
も
、
同
企
業
を
初
め
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
市
独

自
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い

か
検
討
を
進
め
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入

問答

上田市議会フェイスブックとツイッター
では、議会の活動をそれぞれお知らせ
しますので、ぜひご覧ください。

　「マチイロ」とは地方自治体の広報紙などの新着情報を受け取ることができるスマー
トフォンやタブレット向けのアプリです。
　ご覧いただくには、上のＱＲコードから、または App store や Google Play で「マ
チイロ」と検索して、アプリをダウンロードしてください。

Ａｎｄｒｏｉｄ 版 ｉｏｓ 版

Facebook Twitter
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一
般
質
問

久
保
田
　
由
夫
議
員
（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

金
沢
　
広
美
議
員
（
公
明
党
）

地 
域 
振 

興

　
　
交
通
量
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
国
道
254
号
の
安

全
対
策
は
ど
う
か
。

　
　
（
手
塚
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
和
子
バ

イ
パ
ス
は
、
延
長
１
７
６
０

メ
ー
ト
ル
で
、
来
年
度
に
供

用
開
始
と
な
る
。
荻
窪
バ
イ

パ
ス
は
、
延
長
１
６
６
０

メ
ー
ト
ル
区
間
の
ル
ー
ト
決

定
が
さ
れ
、
来
年
度
よ
り
用

地
交
渉
に
入
る
。
平
井
バ
イ

パ
ス
は
、
延
長
980
メ
ー
ト
ル

で
、
２
０
２
０
年
度
の
三
才

山
ト
ン
ネ
ル
無
料
化
ま
で
に

延
長
約
670
メ
ー
ト
ル
区
間
の

供
用
開
始
が
目
標
と
の
こ
と

で
あ
る
。
３
つ
の
バ
イ
パ
ス

が
早
期
に
完
成
す
る
よ
う
に
、

県
と
連
携
し
て
進
め
る
。

　
　
椀
子
ワ
イ
ン
は
、
品
質

が
高
く
評
価
さ
れ
、
ほ

場
の
面
積
で
も
国
内
で
は
有

数
だ
が
、
今
後
の
ほ
場
拡
大

お
よ
び
周
辺
道
路
改
良
の
計

画
は
ど
う
か
。

　
　
（
手
塚
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
椀
子

問答問答

幼 

児 

教 

育

　
　
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

専
門
的
・
客
観
的
な
立

場
か
ら
評
価
す
る
た
め
、
第

三
者
評
価
を
行
う
考
え
は
あ

る
か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
り
、
安

心
し
て
預
け
ら
れ
る
環
境
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
31
年
度
末
ま
で
に

保
育
事
業
者
に
お
い
て
、
第

三
者
評
価
の
受
審
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
目
指
す
と
さ
れ
て

い
る
。
受
審
の
メ
リ
ッ
ト
は

自
己
評
価
や
実
際
の
聞
き
取

り
調
査
・
施
設
点
検
等
を
通

じ
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ

た
点
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が

明
ら
か
に
な
る
こ
と
か
ら
、

取
り
組
み
の
必
要
性
が
高
い

と
考
え
る
。
実
施
に
向
け
て

時
期
を
見
極
め
検
討
す
る
。

　
　
信
州
や
ま
ほ
い
く
の
取

り
組
み
を
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
（
小
林
健
康
こ
ど
も
未

来
部
長
）
屋
外
を
中
心

問答問答

ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
は
現
在
約
21

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
約
2.5
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
ほ
場
拡
大
に
加
え

て
、
今
後
約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
ほ
場
拡
大
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
椀
子
ワ
イ
ナ
リ
ー
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
は
３
路
線

あ
る
が
、
農
道
規
格
の
た
め
、

カ
ー
ブ
の
改
良
や
拡
幅
改
良

を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
か
わ
ま
ち
づ
く
り
事
業

は
、
ハ
ー
ド
事
業
と
ソ

フ
ト
事
業
で
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
事
業
だ
が
、

今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
（
手
塚
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
長
）
ソ
フ
ト

面
で
は
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
の
川

下
り
体
験
や
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

な
ど
を
計
画
し
、
ハ
ー
ド
面

で
は
国
が
河
川
管
理
用
道
路
、

河
川
敷
、
護
岸
等
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。
市
は
親
水

広
場
、
管
理
棟
、
芝
生
広
場

や
遊
歩
道
な
ど
を
整
備
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
人
生
100
年
時
代
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り

問答

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る

自
然
保
育
は
、
保
育
所
保
育

指
針
に
お
い
て
、
幼
児
期
の

終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し

い
姿
と
し
て
、「
自
然
と
の

関
わ
り
・
生
命
尊
重
」
が
う

た
わ
れ
る
よ
う
に
有
用
で
大

切
な
保
育
と
考
え
る
。

水 

道 

事 

業

　
　
次
回
の
水
道
料
金
改
正

に
向
け
、
料
金
の
値
上

げ
幅
を
抑
え
る
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

　
　
（
竹
花
上
下
水
道
局
長
）

事
業
の
持
続
的
安
定
運

営
の
た
め
、
水
道
料
金
の
見

直
し
時
期
で
あ
る
２
０
２
１

年
度
以
降
、
利
用
者
負
担
を

お
願
い
す
る
状
況
も
考
え
ら

れ
る
が
、
経
費
削
減
に
向
け

て
企
業
努
力
を
最
大
限
行
う
。

具
体
的
に
は
施
設
の
統
廃
合

や
管
路
の
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン

グ
等
を
進
め
、
送
配
水
系
統

全
体
を
見
直
す
こ
と
で
、
維

持
管
理
費
の
削
減
に
努
め
、

利
用
者
負
担
を
で
き
る
限
り

軽
減
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問答

◆ 皆さんの要望を市議会に請願・陳情できます。◆

次回の6月定例会で審議・審査する請願・陳情の提出期限は 6月11日㈫の午後 3 時までとなります。

　市議会では、皆さんの要望などを請願や陳情として受け付けています。提出された請願や陳情は内容を審
査し、採択か不採択を決定します。
■請願について
　請願は、所管する常任委員会に付託して審査を行います。その結果をもとに、本会議で結論（議決）を
出します。請願は、請願を紹介する議員が必要です。
■陳情について
　陳情は、紹介議員は必要ありません。一部を除き、受理された場合は所管する常任委員会に付託して
審査を行いますが、本会議での議決は行わず、委員会の審査結果を本会議で報告します。
■請願・陳情の記載要件
・日本語を用いること
・議長宛てであること
・次のことが記載されていること
	 趣旨、提出年月日、住所及び氏名（※法人の場合はその名称及び代表者の氏名）、
	 請願・陳情者の押印、紹介議員の署名または記名・押印（※請願の場合）
■請願・陳情の趣旨説明
　請願・陳情の趣旨を明確にするために、提出者の希望によりその趣旨を説明する機会を設けています。
　詳細は議会事務局にお問い合わせください。
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３月定例会　請願の審査結果

各請願の審査経過
請願第１号　後期高齢者医療費窓口負担の原則２割化に反対する請願
委員会審査 　付託委員会：厚生委員会

・厚生委員会において、賛成少数により「不採択とすべきもの」と決定。
本会議
●賛成討論
・高齢者にとって生活を支える唯一の公的年金が減らされ続け、厳しい生活を強いられている実態である。老人福

祉法において、高齢者は「敬愛されるとともに、生きがいを持てる健全で安らかな生活を保障される」と明記さ
れていることから、高齢者が安心して暮らせる社会をつくることは政治の重要な責任である。よって本請願は採
択されるべきである。
●反対討論
・後期高齢者医療の財源は、窓口負担を除き公費、現役世代からの支援金、被保険者である高齢者からの保険料で

構成されているが、現役世代が減少し高齢者が増加しているため、現役世代の保険料等の負担が大変重くなって
いる。世代間や世代内の負担の公平化を図り、国の責任において、国民皆保険制度を持続可能な制度としていく
ために、現役世代の負担に配慮すべきである。よって本請願は不採択とすべきである。

●各議員の賛否
○：賛成　　×：反対　　議：議長（議長は表決に加わりません。）

請
願
第
一
号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 賛
成
５
　
反
対
23

石
合
　
祐
太

斉
藤
　
達
也

金
井
　
清
一

中
村
　
悠
基

松
尾
　
　
卓

成
瀬
　
　
拓

齊
藤
加
代
美

井
澤
　
　
毅

林
　
　
和
明

佐
藤
　
論
征

金
子
　
和
夫

原
　
　
栄
一

宮
下
　
省
二

飯
島
　
伴
典

金
沢
　
広
美

古
市
　
順
子

小
坂
井
二
郎

土
屋
　
勝
浩

松
山
賢
太
郎

西
沢
　
逸
郎

尾
島
　
　
勝

佐
藤
　
清
正

小
林
　
隆
利

池
田
総
一
郎

南
波
　
清
吾

池
上
喜
美
子

半
田
　
大
介

久
保
田
由
夫

渡
辺
　
正
博

○ × × × × ○ × × × × × × × × × ○ × × × × × × 議 × × × × ○ ○
※議員氏名の上の数字は議席番号です。（15 番は欠員です。）

●採決の結果
・賛成少数により「不採択」と決定。

請願第２号　上田市が発注する印刷物に関する請願
委員会審査 　付託委員会：総務文教委員会

・総務文教委員会において、事実関係の調査が必要な部分があることなどから、閉会中の継続審査が妥当であると
の動議があり、賛成多数により「閉会中の継続審査とすべきもの」と決定。
本会議
●採決の結果
・全会一致により「閉会中の継続審査」と決定。

※討論の記載内容は、一部を抜粋したものです。

請願番号 件　名 提　出　者 審査結果

請願第１号 後期高齢者医療費窓口負担の
原則２割化に反対する請願

東信医療生活協同組合
理事長　西澤弘行 氏 ほか５人
（紹介議員　古市順子議員、石合祐太議員）

不採択

請願第２号 上田市が発注する印刷物に関す
る請願

上田印刷工業組合
組合長　田口敬祐 氏
（紹介議員　佐藤論征議員、池上喜美子議員）

継続審査
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　去る１月 24 日㈭、上田地域市町村議会議員研修会を丸子文化会館において開催しました。
　この研修会は、上田市議会が主催し、上田地域定住自立圏の構成市町村（上田市、東御市、長和町、坂城
町、立科町、青木村、群馬県嬬恋村）の議員を対象として毎年１回開催しているもので、当日は 120 名の議
員及び議会事務局職員が出席しました。
　今回は、講師に公立大学法人長野県立大学グ
ローバルマネジメント学部の教授で平成 29 年
９月まで兵庫県豊岡市の副市長であった真野毅
氏をお迎えし、「協働を通じた地方自治体の改
革～民間から副市長になって見えてきたこと
～」と題して、副市長時代の経験談を中心にご
講演いただきました。
　出席議員からは、質問や意見が多数出され、
充実した研修会となりました。

　議員が市民の皆さんに市議会の活動を直接報告・説明するとともに、皆さんの声をお聞きする「議会報告
会」を開催します。各種団体からお申し込みいただき、議員が各会場へ出向く「出前議会報告会」を今年度
も実施します。
　なお、詳細な日程は次号（第 73 号 ８月16 日号）でお知らせします。

出前議会報告会の申込時期 　令和元年８月から（予定）

開催時期 　令和元年１０月（予定）

議会トピックス 1
上田地域市町村議会議員研修会報告

委員会構成、会派構成の変更

令和元年度　第９回上田市議会「議会報告会」

山田英喜議員の辞職に伴い、次のとおり変更となりました。
委員会名 委 員 名

産業水道委員会 ◎金沢　広美　　○渡辺　正博　　　斉藤　達也　　　金井　清一　
　中村　悠基　　　小坂井二郎

◎委員長　○副委員長
委員会名 委 員 名

議会運営委員会 ◎池田総一郎　　○佐藤　論征　　　成瀬　　拓　　　原　　栄一
　宮下　省二　　　小坂井二郎　　　西沢　逸郎　　　池上喜美子

◎委員長　○副委員長
会 派 名 所属議員
上志の風 ◎南波　清吾　　○池田総一郎　　中村　悠基　　　飯島　伴典

◎代表　○代表代理
※変更のあった委員会、会派のみ掲載しています。
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　上田市には議会運営をはじめ行政全般について、毎年全国各地から多くの地方議会の皆さんが視察に訪れて
います。
　昨年度は 23団体、166 人の方々が訪れ、上田市の特色ある取り組みについて調査研究をされました。
　平成 30年度に受け入れた行政視察の内容を主な分野ごとにご紹介します。

議会トピックス 2
上田市議会では、多くの行政視察を受け入れています。

視察内容（議会） 議 会 名
議会の広報広聴活動 愛媛県今治市

視察内容（環境） 議 会 名
ごみ問題 千葉県富里市
家庭系一般廃棄物の処理状況 青森県弘前市

視察内容（健康づくり） 議 会 名

健幸都市の取り組み
富山県黒部市
奈良県橿原市
埼玉県春日部市

健康幸せづくりプロジェクト事業
埼玉県本庄市
静岡県伊豆の国市

健康づくりチャレンジポイント制度
群馬県桐生市

北海道釧路市
ZUMBA と温泉でママリフレッシュ

視察内容（商工・観光） 議 会 名
産学官連携による地域産業の振興 福岡県大牟田市
史跡上田城の保存・整備計画 茨城県水戸市
大河ドラマを活かした継続的な観光活性化策 京都府福知山市
中心市街地活性化基本計画 愛知県江南市
観光振興（フィルムコミッション等） 神奈川県寒川町

視察内容（教育） 議 会 名
デイジー教科書の導入 京都府舞鶴市
放課後児童クラブ運営の民間委託 静岡県富士市

視察内容（その他） 議 会 名

移住定住対策への取り組み
愛媛県宇和島市
熊本県氷川町

サントミューゼ 群馬県桐生市
ラグビーワールドカップ事前キャンプ地誘致

埼玉県熊谷市菅平高原スポーツランド（サニアパーク）、上田市菅
平高原アリーナ
指定管理者モニタリング評価 山形県天童市
わがまち魅力アップ応援事業 千葉県鎌ケ谷市
集落営農組織の状況 熊本県氷川町
運賃低減バス運行計画 北海道釧路市
上水道事業（小水力発電、バスハイク） 神奈川県秦野市
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　うえだ市議会だより１月１日
号（第 70 号）で募集しました

「市議会だよりの表紙デザイン
（写真・イラスト）コンテスト」
には、市民の皆様から総数 62
作品を応募いただきました。選
考の結果、次の作品が入選とな
りました。

　入選作品は次号８月 16 日号（第 73 号）から順次掲載しますので、ご期待ください。
　また、今回応募いただきました作品は、６月中旬から６月末まで市役所本庁舎１階エレベー
ター前に展示しますのでご覧ください。

表紙デザインコンテスト表彰式表紙デザインコンテスト表彰式

表 彰 名 タイトル 氏　名

大賞 蓮の花満開 金澤　　浩 さん

議長賞 山里の春（上田市武石余里） 倉沢　　正 さん

広報広聴委員長賞 楽しい一日 山岸　春夫 さん

特別賞（希望賞） 雪晴れの日 待井　　隆 さん

特別賞（ファミリー賞） 初めてのうんてい 栁澤　恵美 さん

特別賞（キャラクター賞） 上田の神 村田　俊輔 さん

N
o. 72

　令和元年度　上田市議会の開会予定日
●	 ６月定例会　令和元年	 ６月	１０日（月）
●	 ９月定例会　令和元年	 ９月	 ２日（月）
●１２月定例会　令和元年 １１月	25日（月）
●	 ３月定例会　令和2年	 ２月	21日（金）
　開会日は変更になる場合がありますので、
　詳細は議会事務局までお問い合わせください。
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